
岩手型住宅賛同事業者（グループ）募集要領 

 

（趣旨） 

第１ 岩手型住宅の理念に賛同し、実際に取組を行っている単独事業者又は事業グループを募集し、

その取組を周知することにより、県民の岩手型住宅の建設を促進するとともに、事業者間の連携

や競争が図られ、岩手型住宅の取組が波及・発展していくことを期待するものとする。 

 

（応募対象者） 

第２ 岩手型住宅の理念に賛同し、岩手型住宅の建設を推進する単独事業者又は事業グループで、

実際に取組を行っている者（以下、「賛同事業者等」という。）とする。ただし、次に掲げる者を

除く。 

（１） 禁錮以上の刑に処せられた者 

（２） 建築士法（昭和25年法律第202号）、建設業法（昭和24年法律第100号）又は建築物の建築

に関し罪を犯して罰金の刑に処せられた者 

（３） 過去５年以内に建築士法、建設業法等の建築物の建築に関する法律による処分を受けた者 

（４） その他、県が賛同事業者等として不適当と認めた者 

 

（応募方法） 

第３ 賛同事業者等の募集に応じようとする者は、単独事業者にあっては、岩手型住宅賛同事業者

応募用紙（以下、「応募用紙」という。）（単独事業者用）（様式第１号）、事業グループにあっては、

応募用紙（事業グループ用）（様式第２号）に、岩手型住宅賛同事業者としての心得を遵守する旨

の同意書（様式第３号）を添付し、県土整備部建築住宅課に提出するものとする。 

２ 単独事業者と事業グループでの応募が重複することは妨げないものとする。 

 

（公表方法） 

第４ 県土整備部建築住宅課は、提出された応募用紙の内容を確認の上、内容が適切であると認め

られる場合は、応募用紙の内容をホームページにより公表するものとする。 

 

（公表の取り止め） 

第５ 賛同事業者等としての公表後、第２の各号に規定する事項のいずれかに該当するに至った場

合は、賛同事業者等としての公表を取り止めるものとする。 

 

（賛同事業者等のＰＲ） 

第６ 県土整備部建築住宅課は、賛同事業者等のＰＲに努めるため、当該各号に定める事項を行う

こととする。 

（１） 賛同事業者等が行う岩手型住宅に関する各種イベント等に係る情報を随時収集すること。 

（２） 県が主催するイベント等において、賛同事業者等の取組内容を紹介すること。 

 

（補則） 

第７ この要領に定めるもののほか、賛同事業者等の募集に関し必要な事項は、別に定める。 

 

  附 則 

 この要領は、平成 22年１月６日から施行する。 



  附 則 

 この要領は、令和 ７年 12 月１日から施行する。 

 



様式第１号 

 

岩手型住宅賛同事業者応募用紙 
（単独事業者用） 

名 称  

所在地 
〒 

 

連絡先 

電話番号  

FAX 番号  

E-mail  

業 種 □ 住宅の設計  □ 住宅の施工 

ホームページ URL  

取り入れている 

岩手型住宅の要素 

必須 ■ 断熱等性能等級６以上 

選択 
(１つ以上) 

□ 県産木材の活用 

□ 地域性への配慮 

取り入れている 

岩手型住宅の要素の 

具体的内容 

 

応募条件の 

確認 

次の質問にお答え下さい。   

１ 禁固以上の刑に処せられたことはありますか。 □ある □ない 

２ 建築士法、建設業法又は建築物の建築に関し罪

を犯して罰金の刑に処せられたことはあります

か。 

□ある □ない 

３ 過去５年以内に建築士法、建設業法等の建築物

の建築に関する法律による処分を受けたことは

ありますか。 

□ある □ない 

 



様式第２号 

 

岩手型住宅賛同事業者応募用紙 
（事業グループ用） 

名 称 

（代表者氏名） 
 

設置の目的  

構成メンバー  

事務局所在地 
〒 

 

事務局

連絡先 

電話番号  

FAX 番号  

E-mail  

ホームページ URL  

取り入れている 

岩手型住宅の要素 

必須 ■ 断熱等性能等級６以上 

選択 
(１つ以上) 

□ 県産木材の活用 

□ 地域性への配慮 

取り入れている 

岩手型住宅の要素の

具体的内容 

 

応募条件の 

確認 

次の質問にお答え下さい。   

１ 構成メンバーが禁固以上の刑に処せられたこと

はありますか。 
□ある □ない 

２ 構成メンバーが建築士法、建設業法又は建築物

の建築に関し罪を犯して罰金の刑に処せられたこ

とはありますか。 

□ある □ない 

３ 構成メンバーが過去５年以内に建築士法、建設

業法等の建築物の建築に関する法律による処分を

受けたことはありますか。 

□ある □ない 

 



様式第３号 

 

同  意  書 

 
 

 

私は、「岩手型住宅賛同事業者」として、下記の事項を遵守します。 
 

 
岩手型住宅賛同事業者としての心得 

 
・ 依頼主の期待に応え、各依頼者にとってよりよい岩手型住宅の『形』を提案すること。 

・ 依頼主が適切な選択と判断ができるよう、常に正確な情報の提供に努めること。 

・ 見積や契約等について誤解を生じないよう正確で分かりやすい書面により、適正な業務遂

行に努めること。 

・ 依頼主にとって、よき相談者となり、クレーム等に対して誠実な対応に努めること。 

・ 関係法令を遵守し、さらに高い品性とモラルの保持に努めること。 

・ 適正な工事を行うために、専門知識の修得と技術・技能の研鑚に努めること。 

・ 県などが行う各種活動に協力し、岩手型住宅の普及を図ること。 

 

 

   年   月   日 

 

 

 

氏     名                          印 

（ 自 署 ） 

 

 

 

  岩手県知事          様 
 

※ 氏名記入欄は、自署であれば押印不要。 

※ 法人の場合は、代表者が自署した場合は押印不要。 

※ グループで応募する場合は、グループの代表者の署名とすること。 

 


